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河内祭の御舟行事（串本町・古座川)

古座川流域の５地区（古座、古田、高池、宇津木、月の瀬）が担い手となって行われ
てきた伝統祭礼で、紀州藩編纂の「紀伊続風土記」には「日置浦より新宮迄の間に此
祭に次ぐ祭なし」と記されています。

平成２８年には、「鯨とともに生きる」として日本遺産に認定されており、国指定・重要
無形民俗文化財にも指定されています。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 
想 像 力  

 
 ビ ジ ネス を 成 功さ せよ う とす る と 、今 後ど う やっ て や って いこ う か、 そ れ を

どの よ うな 方 法 でや って い こう か と 考え る、 ハ イカ ラ な 言葉 で言 う と事 業 計 画

とか 経 営企 画 と か事 業構 想 とい っ た こと が大 事 にな り ま す。 しか し 、そ う い う

時に 良 いも の を 考え 出そ う とす る と 、将 来ビ ジ ネス の 環 境は どう な るだ ろ う と

か、 そ んな こ と に突 っ走 る とど ん な 弊害 が出 る だろ う か とか 、今 う まく い っ て

いて も この ま ま じっ とし て いる と ど うな って い くだ ろ う とか 、そ の よう な 様 々

なこ と を企 業 の リー ダー は 想像 し て いか ねば な りま せ ん 。す なわ ち 想像 力 が 大

事な の です 。  
 国 政 と か 県 政 とか 市町 村 政と い っ た世 界で も 、リ ー ダ ーに 求め ら れる 大 事 な

こと は この 想 像 力だ と思 い ます 。 こ のま ま手 を こま ね い て、 事な か れ主 義 で 過

ごし て いた ら 、 対象 とす る 県や ら 市 町村 はど う なる か 。 何と かし な けれ ば な ら

ぬの な ら、 今 の 環境 から し て何 を 狙 うべ きか 、 その た め に条 件と し て整 え て お

かな け れば な ら ない こと は 何か 、 こ れら は全 て 想像 力 が ない と分 か りま せ ん 。

あら ゆ る事 に は 副作 用の よ うな こ と がつ きも の です が 、 それ への 備 えと し て 何

が必 要 で、 そ れ をし た上 で の総 体 と して の地 域 への 利 害 得失 はど ん なも の か 、

これ ら も想 像 力 の産 物で す 。事 業 構 想に つき も のの 副 作 用ば かり 言 い立 て る 人

は、 そ れで は そ の副 作用 が ある が 故 に何 もし な いで こ の まま いた ら 、こ の 地 域

はど う なっ て し まう かに つ いて も 想 像力 を巡 ら して い る でし ょう か 。し か も 、

初め か らの 思 い 込み にの み 依拠 し 、 進ん でい る 弊害 除 去 の手 法な ど 新し い 情 報

に耳 を 傾け な い でい たら 、 よけ い 不 誠実 と言 う べき で は ない でし ょ うか 。  
 し か しな が ら 、一 方た だ 反対 を 唱 え、 弊害 を なら し 、 全体 とし て は地 域 発 展

の芽 を 摘む ば か りに 見え る 人の 意 見 の中 にも 、 なに が し かの 真実 が ある こ と が

きっ と ある の で はな いか と 私は 思 い ます 。こ れ らに 虚 心 坦懐 に耳 を 傾け 、 そ れ

への 対 応を 構 想 に取 り入 れ てい け る かど うか も また リ ー ダー の想 像 力で あ ろ う

かと 思 いま す 。  
 
 
 
 

 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  
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今月の和歌山県政トピックス                         

 
●ねんりんピック紀の国わかやま 2019 開催に向けて                      

２０１９年１１月９日（土）～１２日（火）に開催される「ねんりんピック紀の国わか

やま２０１９」まで、あと５００日を切りました。 

年を重ねる「年輪」と「オリンピック」をかけた造語「ねんりんピック」の愛称で親し

まれる「全国健康福祉祭」は、６０歳以上の方々を中心とした健康と福祉の祭典です。ね

んりんピックでは、スポーツや文化種目の交流が行われる他、健康や社会参加などをテー

マとした様々なイベントが開かれます。 

この大会には、全国からおよそ１万人の選手や役員の方々が参加する見込で、観客など

を含めると、期間中に延べ約４０万人もの方々が来場される見込となっています。期間中

には、県内２１の市町で２７種目の交流大会を開くほか、美術展やファッションショー、

健康関連イベントなども多数開催しますので、一般の皆さんにご参加いただけるものとな

っています。 

６月には、実行委員会第２回総会を開催し、

広報キャラバン隊やエアーきいちゃん、大会

テーマソング・ダンスのお披露目を行いまし

た。広報キャラバン隊は、本県出身のお笑い

コンビ「すみたに」さんなどの個性豊かなメ

ンバーに、ダイエットに成功し運動能力が飛

躍的に向上した「エアーきいちゃん」が加わ

っています。６月中は県内３か所のイベント

に参加しＰＲ活動を行いました。年度内に県内全市町村６０か所を訪問する予定です。 

また、ねんりんピック開催に向け、県民総参加で和歌山ならではの魅力を全国から参加

される方々に発信し、「和歌山に来てよかった」、「もう一度和歌山を訪れたい」と思っ

てもらえる大会にするため、本大会の開催趣旨にご賛同いただける個人、企業、団体等の

皆さんに広く協賛金等を募集しております。詳しくは、ねんりんピック紀の国わかやま２

０１９の大会公式ウェブサイトを開設しておりますのでそちらをご覧ください。 

公式ウェブサイトＵＲＬ https://nenrin-wakayama2019.jp/ 

 

 

 

 

ねんりん 和歌山 

昨年の秋田大会の様子 



 - 3 - 

                       今月の和歌山県政トピックス  

 

●海外メディアで和歌山県観光キャンペーンを実施中                      

 
県では、現在、全世界に広くニュースネットワークを

展開するＣＮＮやＢＢＣのウェブサイトにおいて、和歌

山県観光キャンペーンを展開しています。 

世界最大規模の旅行ガイドブックであるロンリープラ

ネットの「Ｂｅｓｔ ｉｎ Ｔｒａｖｅｌ２０１８」にお

いて“世界の訪れるべき地域”のベスト５に紀伊半島が

選出されたことを受けて、各メディアのウェブサイト内

に和歌山県特集ページを９月２０日まで開設して

います。 

ＣＮＮのサイトでは、世界遺産やサイクリングを

テーマに本県の魅力をＰＲ動画などにより発信し、

ＢＢＣのサイトでは、日本の歴史や精神文化に強い

関心を持つ欧州の観光客をターゲットに、高野山と

熊野の魅力をＰＲ動画などにより発信しています。 

世界の２大メディアで情報を配信することで、今後増加が見込まれる海外からの個人観

光客の誘客を図ります。 

また、欧州最大のスポーツメディア「ＥＵＲＯＳＰＯＲＴ」のウェブサイトにおいても、

サイクリング王国わかやま、ＷＡＫＡＹＡＭＡ８００のプロモーション動画などの発信に

より観光キャンペーンを行っています。こちらは多くのサイクリング愛好家が視聴すると

思われる世界最大の自転車レース「ツール・ド・フラ

ンス」の開催時期に合わせ、７月２９日までの配信と

なっています。 

世界６９の国と地域で展開しているスポーツ専門放

送局での情報配信により、海外から多くのサイクリン

グ愛好家の誘客を図ります。 

 

●飲酒運転根絶県民運動２０１８を展開中                   
 
 昨年県内で発生した交通死亡事故に占める飲酒運転の割合

が全国ワースト１位となったことを受け、本県では、今年度、

交通事故をなくする県民運動推進協議会をはじめ関係機関・

団体と連携した「飲酒運転根絶県民運動２０１８」を展開し

ています。 
なお、昨年の県内の交通死亡事故は３５件で、そのうち飲 

怒りに燃えるきいちゃんがデザインのステッカー 

ＣＮＮウェブサイトより 

ＢＢＣウェブサイトより 

EUROSPORT ウェブサイトより 
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酒運転による事故は１７．１％の６件。これは、全国平均６．

３％の約３倍の数字となっています。ワースト１位は、平成１

８年以来１１年ぶりのことです。 
６月１４日には、平成２０年度以来の開催となる、交通事故

をなくする県民運動推進協議会による飲酒運転根絶対策推進

会議が開催されました。この会議には、県タクシー協会やＪＲ

西日本和歌山支社、県小売酒販売組合連合会など県、警察のほ

か運輸関係及び酒類団体の方々が参加し、飲酒運転根絶に向け

た対応の説明や、この運動をより効率的に推進するための関係機関への協力依頼などが行

われました。 
その他、この運動の主な取組として、飲酒運転根絶宣言ステッカー、バッジの飲食店、

関係団体への配布、ＪＲ和歌山駅での飲酒運転根絶街頭啓発、テレビやラジオスポット等

による啓発を行っており、今後、８月２９日には「飲酒運転根絶県民フォーラム」の開催、

９月には飲酒運転根絶をテーマとしたペイントコンテストの開催を予定しています。 
また、今後、飲酒運転根絶を徹底するため条例の制定も検討します。 

ウェブサイトＵＲＬ： http://cms.office.pref.wakayama.lg.jp/temp/031300/5/d00154982.html  
 

●第５２回全国モモ研究大会が和歌山県で開催されました                      

 
全国からモモ生産者、関係機関が一堂に会し、

将来に向けたモモの産地づくりについて、意見交

換や産地交流を行う「全国モモ研究大会」が６月

５日と６日に和歌山県内で開催され、知事も出席

し歓迎の挨拶を行いました。 

昭和２６年から連綿と続けられ、本県では１８

年ぶりの開催となった本大会には、スローガン

「夢あるモモ産地、チャレンジ、未来へのモモづくり」のもとに、県内から２００名、県

外から１５０名のモモ生産者と関係機関が集まりました。 

日本のモモは、果樹全体の栽培面積が減る中で、１０年前と比較して減少率が主要果樹

の中では最も少ない果物で、高品質なことから、香港、台湾を中心に海外でも人気があり、

輸出額は５年前と比べて約４倍となっています。そのような中、江戸時代から栽培が始ま

った本県のモモは、紀の川流域を中心に生産量全国４位の産地が形成されています。 

大会初日は、県外のモモ生産者１５０名が２班に分かれて紀の川市の桃山、粉河の両地

区、かつらぎ町の園地、果樹試験場かき・もも研究所などを視察し、収穫期の人手確保の

方法や高所作業車、パワーショベルなどの機械の積極的な導入について意見交換を行いま

した。 

知事挨拶の様子 
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和歌山市内のホテルで行われた２日目の研究発

表では、本県のあら川の桃振興協議会の山名純一副

会長から、ＪＡ紀の里が平成２７年に開設したトレ

ーニングファームによる新規就農者育成の取組が

紹介されました。 

その他、今後、国内のモモ産地が団結して後継者

を育成することや、高品質果実の安定生産に積極的

に取り組むことが決議され、大会は盛会のうちに終了しました。 

 

●過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業に２プロジェクトが採択されました               

 
今年度、国の過疎地域等集落ネット

ワーク圏形成支援事業（総務省）に、

本県から方
かた

・女
め

良
ら

生活圏（海南市）の

「みかん花咲く地域交流『ＫＡＭＯＧ

Ｏ』プロジェクト」と、七川生活圏（古

座川町）の「クマノザクラの名所では

じまる『つながり・ふれあい・助け合

う』集落づくり」の２件が採択されま

した。 

この制度は、基幹集落とその周辺の

集落でつくられる「集落ネットワーク

圏」において、住民主体で取り組む「くらし」を支え

る生活支援機能を確保しながら、地域産業の振興のた

め「なりわい」を創出する活動を支援するものです。 

方・女良生活圏では、旧ＪＡ支所を使った交流拠点で、カフェコ

ーナー、キッズスペース等を設けるとともに、ラージ卓球等により

世代を越えた交流を行います。また、農繁期の人手確保のための援

農者の受け入れ体制を整備し、生活支援機能の確保を図り、「なり

わい」となる加工品（ジャム等）の開発・販売及び地元野菜の直売

を行います。 

七川生活圏では、「なりわい」となるクマノザクラの苗木の生産・販売、材木のチップ

加工・販売や田舎カフェの運営、地域まるごと体験の実施などを行います。また、生活支

援機能の確保として、買い物支援バスの試験運転や、空き店舗の活用、移住希望者向け短

期滞在施設の整備や、移住相談会への出展を行います。 

どちらの地域でも、住民主体で総合的な取組が行われています。 

産地視察の様子（果樹試験場かき・もも研究所） 

基幹集落 

B 集落 

C 集落

Ｄ集落

A 集落

課題 ・医療・福祉の充実
・日用生活品の確保
・生活交通の確保
・地域産業の育成

・担い手の不足  etc･･･
・耕作放棄地の発生抑制

役場所在地域 
・役場 ・病院 ・商店街 ・事業所 ・駅 

集落ネットワーク圏 

援農者と受け入れ農家の皆さん 
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なお、当事業は、本県が、生活圏を単位とした過疎地域再生・

活性化支援制度の創設を国に提案し、平成２４年度から制度化さ

れたもので、平成２９年度までに県内１５市町村２０生活圏で実

施しています。 

 

●高野山観光情報センターがオープンしました                      

 
世界遺産・高野山の魅力を発信する新たな拠点と

して「高野山観光情報センター」が７月２日にオー

プンしました。 

今後は、この「情報センター」がワンストップの

窓口となり、これまで高野町や金剛峯寺、高野町観

光協会、高野山宿坊協会、高野町商工会などがそれ

ぞれ発信していた情報を集約して提供していきま

す。 

７月２日には記念式典が催され、金剛峯寺の添田

隆昭宗務総長が導師を務め安全を祈願する法要が

営まれた後、平野町長の挨拶、関係者の皆さんでテ

ープカットを行いオープンを祝いました。また、フ

ランス出身で高野町在住のチェリスト・作曲家のロ

ビン・デュプイ氏によるチェロ演奏が催されました。他にも、高野町出身で高野山の写真

撮影をライフワークとする写真家、永坂嘉光氏の写真展が９月２日まで開催されています。 

センターの施設は、山内の檜や杉材を使った町家風の建物で、木造２階建て、延べ床面

積が約５００平方メートルとなっています。１階に観光情報の案内受付や休憩・交流スペ

ースが設けられており、情報端末のネットワーク環境（フリーＷｉ－Ｆｉ）も整えられて

います。センターには、高野町観光振興課、（一社）高野町観光協会、県世界遺産センタ

ー高野地域駐在が入り、観光資源を活用し地域と協同して観光地域づくりを行っていきま

す。 

他にも、サイクルステーションの機能やレンタサイクル、電気自動車、授乳室や多目的

トイレなどが整備されており、外国人、日本人観光客や住民の皆さんが交流できる場所と

なっています。 

 

●第１回医療観光研究会を開催しました                    
 
県では、外国人観光客が急増する中、高度医療、健康診断、健康増進等を希望する海外

の富裕層を呼び込むため、医療と観光を組み合わせた新たな誘客の可能性を研究する医療 

クマノザクラ 

高野山観光情報センターの様子 

テープカットの様子 
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観光研究会（第１回）を６月２９日に開催しました。 

医療観光は、タイやシンガポール、韓国で先駆的

に実施されており、幅広い経済効果が見込まれるこ

とから、国内の他の地域でも取組が進められていま

す。 

当日は、医師会、歯科医師会、病院などの医療関

係者や学識経験者、観光事業者等が参加し、国際医療福祉大学 岡村世里奈准教授から医療

を目的とした外国人観光客の受け入れに関する国内外の最新事例を聴講しました。 

今後、本県における医療観光実施の可能性について議論を深めていく予定としています。 

 

●「わかやまの文化財ガイドブック」を作成しました              
 
 本県には、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の中核をな

す霊場高野山や熊野三山、そして、これらを結ぶ参詣道、さら

に国内最大規模の群集墳である岩橋千塚古墳群など、貴重な文

化財が数多く存在します。 
この度、和歌山県の子供達に地域の宝である文化財の魅力に

気付いてもらい、正しい知識を身につけてもらうための教材と

して「わかやまの文化財ガイドブック」を作成し、県内全ての

中学校の全生徒に配布しました。 
また、今年度から「わかやま何でも帳」、「わかやまの文化

財ガイドブック」を教材とした「わかやまふるさと検定」や「ク

イズ大会 挑戦！わかやまの歴史」を実施する予定です。 
これらの取組が、未来を担う子供達の郷土への愛着を深める一助となればと考えます。 

 なお、当ガイドブックは、文化遺産課のホームページでもご覧いただけます。 
文化遺産課ＨＰ ＵＲＬ：https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500700/d00155314.html 
 
●クイズでたどる！熊野ヒストリークエストがスタート                      

 
熊野三山エリア（田辺市本宮町、新宮市、那智勝浦町）には、歴史的な伝承、伝説が残

るスポットが数多く存在します。県では、これらのスポットを謎解きしながら周遊するモ

バイルスタンプラリーをただいま実施中です。 

このスタンプラリーは、以前、高野山麓エリアへの観光客の誘客促進を図ろうと、県庁

の出先機関である伊都振興局のグループが考案したシステムの熊野三山版で、今回は、東

牟婁振興局のグループが事業化しました。 

親しみやすいアニメのキャラクターの案内で、例年多くの観光客が訪れる熊野三山エリ  

岡村准教授の事例説明の様子 

「わかやまの文化財ガイドブック」表紙 
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アをゲーム感覚で巡ることができ、若い世代や歴女

（※）など、より幅広い方々に熊野三山エリアに興味

を持っていただこうというものです。 

スタンプラリーでは、スマートフォンなどの携帯端

末を使ってユーザー登録を行い、熊野三山に残る伝

承・伝説に関する謎を解きながら、その場所に赴きス

タンプを獲得していただきます。スタンプを獲得する

とポイントが貯まり、「熊野本宮温泉郷１泊２日ペア

宿泊券」や「熊野川舟下りペアチケット」、「平安衣

装体験ペアチケット」などが当たる抽選に応募するこ

とができます。 

また、謎解きのテーマは、和泉式部と紐解く「熊野本宮の謎」、

徐福さんと紐解く「新宮の歴史と文化の謎」、安倍晴明と紐解

く「那智山の謎」があり、それぞれのストーリーに沿って５問

の謎を用意し、解く毎に難易度が上がっていきます。後半は、

歴史に詳しい方でもなかなか苦戦することと思われますので、

「スーパーヒント」を用意しています。「スーパーヒント」は、

現地周辺にある指定の飲食店、土産物店等を利用することで入

手できますので、是非ご利用ください。 

なお、１ストーリーにおける現地の滞在時間は、徒歩で約２

時間程度を想定しています。 

このイベントは平成３１年２月２８日（木）まで開催していますので、是非、熊野三山

の新しい体験の旅にお越しいただきたいと思います。 

※歴女・・・歴史通、若しくは歴史好きの女性 

 

●平成２９年度和歌山県発明考案表彰式を開催しました                      

 
県では、発明考案思想の高揚を図り、県産業

の発展に寄与することを目的として、毎年、優

れた発明や考案等によって、科学技術の改善向

上に貢献した県民の方々に「発明考案表彰」を

お贈りしています。 

今年度は、６月５日に表彰式を開催し、発明

賞３件、創意工夫功労賞３件の合わせて７名の

方々に、知事から表彰状を授与しました。 

なお、発明賞は、優秀な発明等により科学技術の向上に寄与し、県産業の振興に貢献し 

画面イメージ 

熊野本宮温泉郷ペア宿泊券 

熊野川舟下りペアチケット 

受賞者の皆さんと知事 
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た方々に、また、創意工夫功労賞は、優れた創意工夫によって生産技術の向上等に貢献し

た方々にお贈りしています。 

県では、今後もこのような表彰により、和歌山県の主要産業である「ものづくり」に功

績のある方々を顕彰することで、更なる県産業の成長・発展を目指します。 

【平成２９年度和歌山県発明考案表彰受賞者（敬称略）】 

◇発明賞 

髙橋 良直（剤盛堂薬品(株)：逆流性食道炎治療薬） 

山本 創（剤盛堂薬品(株)：漢方軟膏剤の製造方法） 

南方 勝次（（株）島精機製作所：横編機） 

森  淳 （     同上       ） 

◇創意工夫功労賞 

西嶋 航平（スガイ化学工業(株)和歌山事業所：休止設備の有効利用による生産性改善） 

左近 伸一朗（太洋工業(株)：銅めっき装置改良による作業負荷の軽減及び生産性の改善） 

奥田 章夫（（有）丸之内マシーナリ：精密加工部品面取り寸法高精度測定装置の機能向上） 

 

●県内の１１社が世界最大級のものづくり専門展に出展しました                      

 
６月２０日～２２日の３日間、東京ビッグサイ

ト（東京都江東区有明）で行われた世界最大級の

ものづくり専門展「日本ものづくりワールド２０

１８」に県内の１１社が集団出展しました。 

県では、「わかやま産品販路開拓アクションプ

ログラム」の一環として、例年この専門展に集団

出展しており、今回で８回目になります。この専

門展には、過去最多の２，５２２社が出展、メー

カーの技術者など国内外から８８，６７９人が来場し大盛況となりました。 

和歌山県ブースは「機械要素技術展」エリアに出展し、国内外の事業者と活発な商談を

行い、自社製品を大いにＰＲしました。 

【出展１１社（敬称略）】 

アイエムティー（株） 小川工業（株）   （株）川進     川本化成（株）

（株）木村屋     金剛ダイス工業（株） 桜井鉄工（株）  正和産業（株）

谷池企画       西原精工（株）    阪和電子工業（株） 

 

 

 

 

和歌山県ブースの様子 
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●県産の食材を使った食品が続々と首都圏や関西圏で販売されています                     

 
県では、わかやま産ブランドの向上と販路の開拓を目的として、

大手メーカーや外食産業にわかやま産品を採用してもらえるよう、

積極的な働きかけを行っています。今回は２件お知らせです。 

先ずは、この度、首都圏を中心に全国６０店舗以上を展開する食

べるスープの専門店、Ｓｏｕｐ Ｓｔｏｃｋ Ｔｏｋｙｏ（（株）ス

ープストックトーキョー）で、和歌山県産のジャバラを原料とした

ラッシー（ヨーグルトベースのインドの飲料）が新登場しました。 

なお、Ｓｏｕｐ Ｓｔｏｃｋ Ｔｏｋｙｏでは、この商

品のほかにも、和歌山県産原料を使った「桃とローズ

マリーのラッシー」、「黒胡麻と麻辣（マーラー）ス

ープ」、「ぶどう山椒の麻婆カレー」なども販売されています。 

故郷の食材を使った飲料やスープで、夏を乗り切っていただければと思

います。 

 ※期間限定メニューとなりますので、ＨＰ等で販売スケジュールを御確

認ください。 ＵＲＬ：http://www.soup-stock-tokyo.com 

 

次に、今年、創立７０周年を迎える総合デイリー

フーズメーカーの株式会社オイシスから「うまいも

ん関西＋」として、「ピーチ＆ミルクサンド」と「清

見オレンジ＆アーモンドパイ」が期間限定で発売と

なっています。 

「うまいもん関西＋」は、オイシスから、関西の

こだわりの食材を使用し関西で販売する地産地消

シリーズとして販売されています。「ピーチ＆ミル

クサンド」には県産「あらかわの桃」ゼリーが、「清

見オレンジ＆アーモンドパイ」には県産「清見オレンジ」が使用されています。 

なお、ピーチ＆ミルクサンドは９月３０日まで、清見オレンジ＆アーモンドパイは８月

３１日までの期間限定で、関西エリアのスーパーで販売されます。 

今回の取組により、和歌山県産ジャバラ、あらかわの桃、清見オレンジの知名度アップ

をはじめ、需要拡大につながることを期待しています。 
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●「堺和歌山県人会」総会が開催されました                  

 

６月３日、堺和歌山県人会第５７回総会・懇親会

がホテル・アゴーラリージェンシー堺で開催されま

した。 

懇親会の冒頭で、亀谷忠夫会長から、会の運営に

ご協力いただいている皆さんへの感謝とともに、会

報や総会などを通じたこれまらの交流に加えて、２

か月に１回程度、会員同士が身近な話題などを気軽

に語り合える新たな交流の場を設け、さらに親交を深めていきたいとの挨拶がありました。 
懇親会には熊本県や徳島県など和歌山県以外の県人会の皆さんも参加され、のど自慢の

方々のカラオケによる熱唱で大いに盛り上がり、交流を深めました。 
堺和歌山県人会の皆さんには、ふるさと納税等でご協力いただいていることに感謝申し

上げます。 
 

●「京都和歌山県人会 第１２６次・平成３０年度定時総会」が開催されました                 

 
京都和歌山県人会の総会・懇親会が６月１７日、

京都ガーデンパレスで開催されました。 
今回の総会において長年会長として京都和歌

山県人会を牽引され、故郷わかやまを盛り立てて

いただいた松尾忠昌氏が退任され、新会長として

川口直也氏が選任されました。 
懇親会の冒頭、退任された松尾前会長から、新

会長に対し新しい感覚で会をリードし、４年後の

１３０周年を迎えてもらいたい旨のエールが送られ、川口新会長からは、「人をつなぐ」、

「故郷とつながる」、「歴史をつなぐ」といった、県人会の「つなぐ」役割をこれからも大

切さにしながらさらに盛り立てていく旨の挨拶がありました。 
 和やかな雰囲気のなかで交流を深めた懇親会の最後は、恒例の「故郷」「みかんの花咲く

丘」の全員合唱で、県人としての一体感を感じながら締めくくられました。 
 京都和歌山県人会の皆さんには、ふるさと納税等でご協力いただいていることに感謝申

し上げます。 
 
 

 

 

亀谷会長による挨拶の様子 

全員で「故郷」を合唱 
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 ふるさと和歌山応援寄附の取組に多数の皆様のご理解とご賛同をいただき誠にありがとうございます。 

 お陰をもちまして、平成２９年度は１，９３７名の方から約３，３００万円の温かいご寄附を賜りました。 

 また、心温まる力強い応援のメッセージも多数いただきました。紙面をもちまして厚くお礼申し上げます。 

 お寄せいただいた寄附金は、平成３０年度以降の事業に活用させていただきます。 

 平成２８年度にいただいた寄附金を次の平成２９年度事業に活用させていただきましたので、ご報告申し上げ 

ます(残りの寄附金については、平成３０年度以降の事業に活用させていただきます。)。 

 

お 知 ら せ                               
 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)のお礼と御案内                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜平成 29 年度寄附金活用事業実績報告＞ 

２．学校図書館や県立図書館の蔵書の充実 [寄附金の活用額 2,600 千円] 

  
  県立全日制高等学校２９校の図書購入費の一部と、和歌山県立図書館（本館及び紀南分館）の蔵書 
充実の一部として活用させていただきました。 

１．世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の保全や活用 [寄附金の活用額 16,816 千円] 

熊野古道大辺路沿いで来訪者向けのトイレの改修・整備に活用させていただきました。 
     

改修後のＪＲ田並駅トイレ 

 

「企業による世界遺産の環境保全活動『道普請』」をテーマとしたセミナー実施に活用させて 
いただきました。

参詣道環境保全トレッキングを開催し、一般参加者を募集した熊野古道大辺路の保全活動に活用 
させていただきました。     
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５．大切なふるさとの森を守り育てる [寄附金の活用額 3,560 千円] 

松食い虫被害防止対策として、和歌浦天満宮周辺での薬剤の地上散布及び串本町の橋杭海水浴場近辺 
での薬剤の樹幹注入を行うために活用させていただきました。 

左図：薬剤の地上散布 

和歌山市（和歌浦天満宮周辺） 

右図：薬剤の樹幹注入 

串本町（橋杭海水浴場近辺） 

 

 本年も引き続き、ふるさと和歌山応援寄附を通じて和歌山県を応援してくださいますようお願い申し上げます。  

 制度の詳細につきましては、「ふるさと和歌山応援サイト」をご覧ください。寄附申出時に公表に同意してい 

ただいた方の応援メッセージ等を掲載していますので、併せてご覧ください。 

４．わかやまの文化財の保護 [寄附金の活用額 18,800 千円] 

下阿田木神社（日高川町）の覆屋や旧西村家住宅（新宮市）などの保存・整備のために活用させて 
いただきました。 

    

左図：下阿田木神社（日高川町） 

 

右図：旧西村家住宅（新宮市） 

３．わかやまの美しい海づくり [寄附金の活用額 3,300 千円] 
和歌山県の海水浴場の整地や海岸保全施設の修繕に活用させていただきました。 

左図：整備中の片男波海水浴場 

 

右図: 整備後の状況 

（和歌山市) 

 

※ 「南紀熊野ジオパークの推進」、「がん対策の充実」、「地元企業への就職を促進する奨学金返還支援」、 
「わかやまのナショナル・トラスト」を使途として指定いただいた寄附金については、ふるさと和歌山応援基 
金に積立て、平成３０年度以降に活用させていただきます。 
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お礼の品一覧 

 

１品お選びいただけます！ 
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 - 16 -

お 知 ら せ                            
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ふるさと和歌山応援サイト   

   
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/ 

 

 ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」 

   

https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、田村、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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 イベント情報(７月中旬～８月上旬) 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

７月中旬 扇
おうぎ

立
たて

祭
まつり

 新宮市・熊野速玉大社 
熊野速玉大社 

0735-22-2533 

７月中旬 那智の火祭 那智勝浦町・熊野那智大社 
熊野那智大社 

0735-55-0321 

７月中旬 
南紀田辺ビーチサイド 
ドルフィン in 扇ヶ浜 田辺市・田辺扇ヶ浜海水浴場 

（株）南紀みらい 

0739-25-8230 

７月中旬 高山寺夏祭り 田辺市・高山寺 
高山寺 

0739-22-0274 

７月下旬 港まつり 和歌山市・和歌山港 
港まつり実行委員会 

073-432-3116 

７月下旬 河内
こ う ち

祭
まつり

の御船行事 串本町・古座川河口付近 
古座観光協会 

0735-72-0645 

７月下旬 粉河祭 
紀の川市・ 

粉河とんまか通り 

粉河祭保存会 

0736-77-2511 

７月下旬 天神祭 和歌山市・和歌浦天満宮 
和歌浦天満宮 

073-444-4769 

７月下旬 田辺祭 田辺市・闘鶏神社 
闘鶏神社 

0739-22-0155 

７月下旬 熊野古道清姫まつり 田辺市・中辺路町 
中辺路観光協会 

0739-64-1470 

７月下旬 日前宮薪能 和歌山市・日前神宮 
日前神宮國縣神社 

073-471-3730 

７月下旬 茅輪祭 和歌山市・伊太祁曽神社 
伊太祁曽神社 

073-478-0006 

７月下旬 白浜花火フェスティバル 白浜町・白良浜 
白浜観光協会 

0739-43-5511 

７月下旬 
おどるんや 

紀州よさこい祭り 和歌山市内各所 
NPO 紀州お祭りﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

073-426-4424 

８月上旬 紀州おどり ぶんだら節 和歌山市・和歌山城周辺 
紀州おどり実行委員会 

073-435-1234 

８月上旬 千日詣 和歌山市・紀三井寺 
紀三井寺 

073-444-1002 

８月上旬 
白浜キャンドル 

イルミネーション 
白浜町・白良浜海水浴場 

白浜温泉旅館協同組合 

0739-42-2215 

８月上旬 ヤーヤー祭り 田辺市・田辺市商店街 
田辺市商店街振興組合連

合会 0739-22-2690 
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ふるさと歳時記                           

 
自然・風物情報(７月中旬～８月下旬) 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

７月中旬 ハス開花 
岩出市・ 

植物公園緑化センター 

植物公園緑化センター 

0736-62-4029 

７月中旬 大賀ハス開花 
上富田町・田中神社 大賀ハスを守る会事務局 

0739-47-0550 

有田市・箕川 有田市産業振興課 

0737-83-1111 

7 月中旬 くじらに出会える海水浴場 太地町・畠尻湾 太地町役場 

0735-59-2335 

７月下旬 真夏のあじさい満開 かつらぎ町・ 
花園あじさい園 

花園あじさい園 

0737-26-0888 

７月下旬 サンゴの産卵 串本町・ 
串本海中公園センター 

串本海中公園センター 

0735-62-1122 

７月下旬 梅の天日干しはじまる みなべ町各地 ＪＡ紀州みなべいなみ梅

部会 0739-72-1174 

８月上旬 サルスベリ咲く 
田辺市・新庄総合公園 田辺市管理課 

0739-26-9966 

白浜町・吉祥寺 吉祥寺 

0739-54-0043 

８月上旬 ブドウ狩りオープン 
有田川町・有田巨峰村 有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

田辺市・紀南観光ブドウ園 田辺観光協会 

0739-26-9929 

８月中旬 
梨狩り、りんご狩り 

オープン かつらぎ町内農園 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

８月中旬 ボウズハゼの滝登り 古座川町・滝ノ拝 古座川町産業建設課 

0735-72-0180 

８月下旬 イチジク出荷最盛期 紀の川市 ＪＡ紀の里農産物流通セ

ンター 0736-73-7200 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

那智の火祭り 天日干しされた梅 
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～編集後記～ 

 

６月１８日、大阪北部で震度６弱の地震が発生し、多くの方々が被災されました。和

歌山では幸い大きな被害に至りませんでしたが、県内でも少なからず揺れを感じ地震の

恐ろしさを改めて痛感しました。 

 

また、７月に入り台風 7 号が通過したのち、停滞した梅雨前線の活発化により中国・

四国地方を中心に西日本全域を記録的な大雨が襲い甚大な被害が発生しました。各地で

土砂災害や河川の氾濫が発生し、多くの死者や犠牲者が出るなど、雨による被害がこれ

ほど大きく広域に及んだ例は記憶にありません。 

 

お亡くなりになった方々のご冥福を心からお祈り申し上げますとともに被災された皆

様に謹んでお見舞い申し上げます。 

 

 和歌山県は、平成２３年の紀伊半島大水害の際に、全国各地から心温まるご支援をい

ただきました。今後、各地の動向を見て、少しでもお力になれるよう応援にまいりたい

と考えています。 

 
 

  知事室秘書課長  生駒 享 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和 歌 山 県 の ホ ー ム ペ ー ジ    http://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/furusato/   
                   2018 年（平成 30 年）７月 Nｏ.１２３ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


